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院長 有 井 滋 樹

１年間の猛暑酷寒、雨風雪をしのいで見事に咲き誇るソメイヨシノを見ると、新年度を迎える喜びと勇気が

湧いてきます。

スタッフは医師115名、看護師376名、薬剤師20名、臨床検査技師21名、診療放射線技師13名、理学療法士等

20名、臨床工学技士７名、管理栄養士６名、事務・技術職員34名であり、非常勤職員、派遣委託の方々を含め

総勢千数十名が同じ船に乗って今年度を航海します。

医療は容易に自動化、機械化できない労働集約型、さらに知識集約型の職種です。個々人の知識、技量を磨

き、レベルの高い医療チームを作って地域医療に貢献してまいる所存ですので、何卒、よろしくお願い申し上

げます。

今年度もコロナ対応と一般診療、救急診療を行うことになると思います。COVID-19の感染状況に左右され

ますが、いろいろなエビデンスが蓄積され、経験も積み重ねてまいりましたので、これらを活用して院内感染、

クラスタ―の発生を抑え、良質の一般・救急診療を可能な限りやりぬいてまいります。

西市民病院のひとつの重要な特徴は地域密着性にあると思います。垣根の低い病病、病診、病介連携を今年

度も大切にして、紹介、逆紹介による連携を進めてまいります。ＦＡＸ予約、簡易ＦＡＸ予約をぜひ積極的に

利用していただきたく存じます。

日々の診療につきましては市街地西部の基幹病院として良質で安全な急性期医療とがん診療を根幹としてま

いります。

同時に本院の役割を踏まえた医療の提供として救急医療、周産期・小児医療、認知症患者に対する専門医療

の提供、生活習慣病の重症化予防にも注力してまいります。救急医療は24時間体制をとり、可能な限り応需率

をさらに上げてまいります。周産期医療につきましては常勤産婦人科医が５名〈１名は女医〉に増員しました。

ハイリスク出産、ダビンチ手術に力をいれてまいります。小児医療につきましては本地域唯一の入院診療を

行っている小児科であり、今後も二次救輪番体制を継続しアレルギー疾患などに積極的に取り組んでまいりま

す。認知症につきましては認知症疾患医療センターとして認知症鑑別診断を引き続き行うとともに、認知症予

防に注力し神戸市の「認知症の人にやさしいまちづくり」の推進に協力します。生活習慣病についてはとくに
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専門医からの一口メモ

「問題となる慢性腎臓病を
見逃さないために」

専門医からの一口メモ

「アレルギー性鼻炎について」

地方独立行政法人神戸市民病院機構
神戸市立医療センター西市民病院



糖尿病地域連携パスやワンタイム連携の運用の促進、教育入院をはじめとして質の高いサポートを行ってまい

ります。

外来担当医につきましては人事異動に伴い一部変更がありますので、外来担当医表をご覧ください。それで

は今年度もよろしくお願い申し上げます。

追 記

この原稿を書き終えたのちに神戸市からさらなるコロナ病床の確保を要請されました。この要請に応えるた

めに先日、ご案内いたしましたように一般・救急入院の制限を余儀なくされることになります。まことに申し

わけございませんが、何卒ご理解、ご協力をお願いいたします。

��������副院長就任の挨拶

副院長（消化器外科部長兼手術部長） 原 田 武 尚

本年４月１日をもって副院長に就任しました。平成５年に京都大学大学院修了後神戸市立中央市民病院に着

任し、その後平成14年に当院に異動し計28年間神戸市民病院で消化器外科医療に従事してきました。

当院は震災後358床で再建されました。現在、市街地西部で唯一の総合的診療機能を持つ公的病院であり、地

域医療機関と密接な連携を図りながら10年先、20年先を見据えた地域医療に貢献するための将来ビジョンを掲

げています。具体的には、救急医療、小児周産期、災害感染症、癌、脳卒中心血管疾患などです。ソフト面や

ハード面でまだまだ完全ではありませんが、一歩一歩前進していきたいと思っております。

一方、昨年来からの新型コロナウイルス感染に対する医療環境の目まぐるしい変化は、当院でも入院や救急

対応の制限を余儀なくされてきました。この間近隣の医療機関の先生方には多大なご迷惑をおかけしたものと

思います。今後も迅速な情報提供と可能な限りの患者受け入れをしていく所存ですので、宜しくお願い致しま

す。

手術関連では、ダヴィンチによるロボット支援鏡視下手術が多くの科で行われています。泌尿器科での前立

腺全摘は数年前から開始され多くの症例を重ねてきました。現在は膀胱全摘や腎部分切除にも適応されていま

す。婦人科では１年余り前から良性の子宮全摘が開始され30件を数えています。外科では直腸癌で10件を超え

保険収載が可能となりました。今後も全科を挙げて低侵襲で安全な手術に努力してまいります。

尚、消化器、呼吸器、乳腺全体の外科実績に関しては全手術数（令和元年/２年）963件/992件、緊急手術数243

件/266件と変化がありませんでした。今後もこの水準を維持し高めていきますので、遠慮なくご紹介いただけ

れば幸いです。今後ともよろしくお願い致します。

令和３年３月31日付、医師の退職・異動に
ついてお知らせいたします。
地域医療機関の皆様方には、お世話になり

ありがとうございました。

医師の退職・異動のお知らせ

院 長 竹 内 康 人

【部長】
診療科 医 師 名

耳鼻いんこう科 雲 井 一 夫

【部長代行・医長・副医長・専攻医・研修医】
診療科 医 師 名 診療科 医 師 名

腎 臓 内 科 鳥越 和雄（部長代行（医長）） 内分泌・糖尿内科 藤原 秀哉（医 長）

循 環 器 内 科 木下美菜子（医 長） 循 環 器 内 科 山根啓一郎（医 長）

外科・消化器外科 長田 圭司（医 長） 放射線診断科 吉川 俊紀（医 長）

整 形 外 科 朴 憲之（副医長） 皮 膚 科 小川 聡（副医長）

消 化 器 内 科 太田 匠悟（医 員） 脳 神 経 内 科 下山 佳織（専攻医）

消 化 器 内 科 小林 拓哉（専攻医） 消 化 器 内 科 山本 健太（専攻医）

呼 吸 器 内 科 嶋田 有里（専攻医） 小 児 科 宇治田凪紗（専攻医）

外科・消化器外科 石田 叡（専攻医） 乳 腺 外 科 御勢 文子（専攻医）

整 形 外 科 和田 晃大（専攻医） 呼 吸 器 外 科 甲 貴文（専攻医）

泌 尿 器 科 請田 翔子（専攻医） 産 婦 人 科 北口 智美（専攻医）

皮 膚 科 熊谷 淳（専攻医） 放射線診断科 宮﨑 亜樹（専攻医）

麻 酔 科 森 梓（専攻医）

研 修 医 内山 葵 研 修 医 亀井沙瑛香

研 修 医 清瀬ますみ 研 修 医 竹本 桃子



����������������������コロナ禍で奮闘する地域の看護職・介護職の皆様へ

副院長（看護部長） 別 府 清 香

この度、４月１日付けで副院長に就任いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。

また、地域の医療機関、保健・福祉関係の皆さま方には、日頃より西市民病院へのご支援をいただきまして

ありがとうございます。

西市民病院は神戸市市街地西部の中核病院として、市民の命と健康を守るため、年間を通じ24時間体制での

救急医療および高水準の標準的医療を提供しています。そして地域医療支援病院として、市民や地域の医療保

健福祉関連機関から信頼されるよう勤しんでいます。

令和２年は地域包括ケア病棟を一般急性期へ機能転換し、救急外来を一部改修し効率的な救急外来の運用を

図るなど急性期機能を強化してきました。しかし、実際には新型コロナウイルス感染症対応のために一般急性

期の病床を削減しながら陽性患者を受け入れるための病床を作り、救急外来も患者の受け入れを制限せざるを

得ない状況でした。年間通じて新型コロナウイルス感染症患者の対応をしてきましたが、11月に院内でクラス

ターが発生し患者や職員に陽性者が出た時は大きな衝撃を受けました。何とか１か月でクラスターが収束し一

般患者を受け入れるようになれたのも、地域の医療機関の皆様のご支援・ご協力のお陰だと思っております。

深く感謝申し上げます。

コロナ陽性患者の対応は、始めは情報も少なく手探り状態でしたが、当院 ICT（感染制御チーム）からの情報

や他院での方法を参考にしながら少しずつ経験を重ねケアの方法など考えてきました。またあちこちの高齢者

施設で発生したクラスターの影響で、当院でも高齢の介護度の高い患者が多かったため、自分たちの安全を守

りつつ患者にどのように対応するか、みんなで知恵を絞って考えてきました。これは地域の看護職・介護職の

皆様も同じような経験をされたのではないかと思います。ある会議で訪問看護師の方が述べられた、「情報を

どこからとればいいのか、何が正しい情報なのか、自分たちがやっていることは間違っていないのか不安」と

いう言葉をお聞きした時に、私たちと同じことを困っていらっしゃるんだなと感じました。そしてその中でも

前向きに創意工夫しながら対応されているお話を聞き、頭が下がる思いでした。

今回のコロナ患者対応は、私たちがこれまでやってきた看護に対する意識を大きく転換させるものでした。

患者に寄り添うことでケアを提供してきたのに、必要以上に近づかない方法でのケアを提供せざるを得なくな

りました。しかしそのような中でも、カンファレンスで患者のケアや倫理的な問題を取り上げ話し合い、家族

に会えない患者にリモート面会を実施するなど、コロナだからこそ取り組んだこともありました。そして私た

ちが目標としている、「患者中心の優しさとぬくもりのある質の高い看護」について改めて考える機会になった

と思います。

神戸市は今、変異株ウイルスによる感染患者が増えています。地域の看護職・介護職の皆様も今後さらにご

苦労が増えると思います。私どもはコロナに対応しつつも、これまで通り救急患者を受け入れ、市民病院とし

ての役割を果たして参ります。本年度も引き続きご支援、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

放射線技術部からの発信

放射線技術部技師長 酒 井 慎 治



医師の転出・転入等のお知らせ

【転入等 ４月１日付】

所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 専 攻 医 山本 健太
消 化 器 内 科 専 攻 医 今村 敦
消 化 器 内 科 専 攻 医 中川 豪
呼 吸 器 内 科 医 長 瀧口 純司
呼 吸 器 内 科 医 員 橋本 梨花
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 遠藤 慧
呼 吸 器 内 科 専 攻 医 山﨑菜々美
腎 臓 内 科 医 員 隈元 宣行
腎 臓 内 科 専 攻 医 平井 俊行
総 合 内 科 部 長 小西 弘起
総 合 内 科 医 員 濵﨑 健弥
総 合 内 科 専 攻 医 山本 大
外 科 専 攻 医 調枝 治樹
消 化 器 外 科 副 医 長 姚 思遠
消 化 器 外 科 医 員 水野 良祐
消 化 器 外 科 専 攻 医 口分田 堯
消 化 器 外 科 専 攻 医 谷野 敬輔
呼 吸 器 外 科 部 長 竹尾 正彦
整 形 外 科 医 員 藤田 暁
皮 膚 科 部 長 代 行 藤原 規広
皮 膚 科 医 員 八木田隼啓
泌 尿 器 科 医 員 田代 裕己
泌 尿 器 科 専 攻 医 三田 淑恵
産 婦 人 科 医 員 田邉 昌平
産 婦 人 科 医 員 杉野 祥代
歯科口腔外科 医 員 向仲佑美香
医 科 初 期 研 修 医 牛窪 樹飛
医 科 初 期 研 修 医 落合恵里佳
医 科 初 期 研 修 医 杉村竜太郎
医 科 初 期 研 修 医 髙島 堯
医 科 初 期 研 修 医 嘉祥 敬宇
医 科 初 期 研 修 医 山口健太郎
医 科 初 期 研 修 医 藤原 里紗
歯 科 初 期 研 修 医 春木彩友子

【転出等 ３月31日付】

所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 専 攻 医 渡邉 賢
呼 吸 器 内 科 医 長 古田健二郎
呼 吸 器 内 科 副 医 長 吉積 悠子

＊ 呼 吸 器 内 科 専 攻 医 橋本 梨花
リウマチ・膠原病内科 副 医 長 田村 誠朗

＊ 腎 臓 内 科 専 攻 医 隈元 宣行
腎 臓 内 科 専 攻 医 川崎 創

＊ 総 合 内 科 副院長・部長 小西 弘起
総 合 内 科 副 医 長 五島 裕庸
総 合 内 科 専 攻 医 越智 達哉

＊ 外科・呼吸器外科 部 長 竹尾 正彦
＊ 消 化 器 外 科 専 攻 医 水野 良祐
＊ 整 形 外 科 専 攻 医 藤田 暁
皮 膚 科 部 長 代 行 小倉香奈子

＊ 皮 膚 科 専 攻 医 八木田隼啓
泌 尿 器 科 医 長 小泉 文人
泌 尿 器 科 専 攻 医 髙瀬 雄太
放 射 線 科 副 医 長 森本久美子
医 科 初 期 研 修 医 石橋 拓実

＊ 医 科 初 期 研 修 医 口分田 堯
＊ 医 科 初 期 研 修 医 谷野 敬輔
＊ 医 科 初 期 研 修 医 今村 敦
＊ 医 科 初 期 研 修 医 中川 豪
医 科 初 期 研 修 医 濵本 奈々
医 科 初 期 研 修 医 山田 勝平
医 科 初 期 研 修 医 永野 浩平
医 科 初 期 研 修 医 山川 佳苗
歯 科 初 期 研 修 医 谷口 諒至
歯 科 初 期 研 修 医 尾古 怜佳
＊は４月１日転入等により当院に引き続き在籍する医師



当院では毎年、市民向けのアレルギー講習会を行っています。今年度も、新型コロナウイルス感

染症の流行が続いているので、下記のとおりオンラインで再開いたします。６月以降の講習会は第

１木曜日に行っていく予定です。（随時、ホームページに掲載いたします。）

市民以外に医療・保育・学校関係者の方々にもご参加頂いておりますので、お気軽にご参加くだ

さい。

１ 日 時 令和３年５月６日（木）15：00～16：30（15分前から入室できます）
２ 内 容 食物アレルギー対応 ①（アレルギー症状と対応について）

鶏卵アレルギーへの対応食
質問コーナー（可能であれば除去解除などについて座談会風にすすめたいと考えています。）

３ 申込方法 参加ご希望の方は下記項目を記入頂き、
メールアドレス w_kouza@kcho.jp まで送信をお願いいたします。後日、招待
メールをお送りいたします。
【申し込みメール必要記載事項】
① 件名：５/６ 食物アレルギー対応申込
② お名前
③ ニックネーム
（オンライン参加時や質問コーナーでの

お声がけに使用します。）
④ 日中に連絡のつく電話番号
⑤ ご施設名（市民の方は記載不要）
⑥ 職種（市民の方は記載不要）

４ 締 切 日 令和３年４月28日（水）

����� �����������������2021年度 小児アレルギー講習会(オンライン)の
お知らせ

メールアドレスは↑こちら

掲 示 板

■ 2020年度開催の様子

�����������������小児アレルギー講習会(オンライン)のお知らせ




